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陰田横穴群は、市街地
し が い ち

の西、米子市
よ な ご し

陰
いん

田
だ

の米子バイパス米子西インターの

西側
にしがわ

丘陵
きゅうりょう

に発見された横穴
よこあな

墓群
ぼ ぐ ん

は、昭和５７年（１９８２）に発掘
はっくつ

調査
ちょうさ

され、

鳥取
とっとり

県下
け ん か

最大
さいだい

規模
き ぼ

の横穴墓群であることが判明
はんめい

しました。 

丘陵
きゅうりょう

斜面
しゃめん

に発見された大小５０基の横穴墓は工事で消滅
しょうめつ

しましたが、横穴

群は未
み

調
ちょう

査
さ

の南
なん

北
ぼく

側
がわ

斜面
しゃめん

にも続くのが確認
かくにん

されており、数は更
さら

に増えると

推定
すいてい

されています。横穴墓の形態
けいたい

は、丸天井
まるてんじょう

型
がた

、断面
だんめん

三角
さんかく

妻入
つまいり

型
がた

、断面
だんめん

三角
さんかく

平入
ひらいり

型
がた

と小
しょう

横穴
よこあな

です。 

 横穴墓からは、主
おも

な遺物
い ぶ つ

として各種
かくしゅ

の須恵器
す え き

、ヘラ書
がき

文字
も じ

土器
ど き

、馬具
ば ぐ

、鉄器
て っ き

、

玉類
たまるい

など多数発見されています。墓は古墳
こ ふ ん

時代
じ だ い

後期
こ う き

の６世紀
せ い き

後
こう

葉
よう

から８世紀
せ い き

前葉
ぜんよう

まで営
いとな

まれており、陰田地区に住んでいた家父
か ふ

長
ちょう

家族
か ぞ く

の一団
いちだん

が葬
ほうむ

られた

と考えられます。 
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      ２７号
ごう

横穴
よこあな

前庭部
ぜんていぶ

              ２５号横穴墓内部 


